
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

全国の小学６年生と中学３年生を対象として４月に実施された「全国学力・学習状況調査」の

結果が、７月下旬に文部科学省から公表されました。この調査は、学校における児童生徒への教

育指導の充実や学習状況の改善等に役立てるために実施されるものであり、小学校では、国語と

算数の教科に関する調査と生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査が行われました。 

 本校では、文部科学省から提供された調査結果から、成果と課題を明らかにし、課題改善に向

け、全校で教育活動の更なる充実を図っていきます。 

教科に関する調査結果 

  平均正答率は、概ね全国平均と同程度という結果でした。 

観点別に見ると、国語、算数ともに、「知識・技能」は全国平均正答率を上回っていますが、

「思考・判断・表現」は全国平均正答率を下回っています。 

生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査結果 

  ６７の質問が児童に対して行われ、その結果から、以下のような特徴が見られました。全国

と比べて肯定的な回答の割合が高い項目を○、肯定的な回答の割合が低い項目を▲で示します。 

 ○ 朝食を毎日食べている、テレビゲームをする時間やスマートフォン等で動画視聴する時間

が少ないなど、生活習慣に関する項目 

 ○ 友達関係に満足している、普段の生活の中で幸せな気持ちになる、先生がよいところを認

めてくれるなど、満足度に関する項目 

 ▲ 家庭での学習時間や学校での学び方に関する項目 

 

  

８月１８日の環境整備作業には、暑い中、多数の保護者の皆様

に御参加いただき、ありがとうございました。おかげで、整った

環境の中で２学期をスタートすることができました。また、８月

２２日の学校保健安全委員会への御参加もありがとうございまし

た。今後も保健に関する情報をしっかり発信していきますので、

様々な健康課題の改善に向け、御協力をお願いします。 

学校だより 
令和６年８月３０日 ９月号 岩国市立岩国小学校 

久しぶりに会う子どもたちは、各家庭で、長い夏休みだからこそできる体験をしたり、家族等との

ふれあいの時間を過ごしたりする中で充実した日々を過ごし、大きく成長したように見えました。 

さて、２学期は、夏から秋、そして初冬へと季節が変わりゆく中、様々な教育活動等を通して、子

どもたちが大きく成長する学期です。６年生は修学旅行、５年生は自然教室と、宿泊を伴う行事があ

り、自主性、社会性や協調性などを学ぶよい機会です。 

そのような２学期、子どもたちには、「自分で考えて行動する」ことを頑張ってほしいと思ってい

ます。社会が急速に変化する中で、自分で考えて決断し実行する力を身に付けることはとても重要で

す。学校においては、「任せる・褒める・受け止める」を基本としつつ、活動の意味や意義を子ども

たちと共有しながら学校生活の充実に努めていきますので、地域や保護者の皆様の引き続きの御支

援・御協力をお願いします。  

自分で考えて行動し、充実した２学期に！ 

○ 「学習の１０か条」や「家庭学習の手引き」により学習への構えを大切にします。 

○ ＩＣＴ機器等を効果的に活用し、分かる授業を目指します。 

○ 他者と関わりながら学ぶ「協働的な学び」の中で、思考・判断・表現力を高めていきます。 

令和６年度チャレンジ目標 ○ニコニコあいさつ ○テクテクろうか ○モクモクそうじ 

全国学力・学習状況調査の結果から 

全校で取り組んでいきます。 

行事への御参加、ありがとうございました。 


